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１．　　自 己 評 価 及 び 外 部 評 価 結 果

4073800197

社会福祉法人同朋会

092-933-3671

評価結果確定日

社会福祉法人同朋会が開設した当施設は、福祉の理念に基づいた運営
を行っています。理念の中でも利用者様の尊厳保持に努め、ご家族
様・職員・法人（施設）の代表3者が協力して、認知症高齢者の方へ
充実した介護サービスを継続安定して提供できるよう日々努力してい
ます。ホームの立地として自然豊かな環境の中、四季を身近に感じて
頂く事で認知機能低下を予防する事が出来ます。併設施設にデイサー
ビスセンターとケアプランセンターがあり、行事やレクリエーション
を合同で行い、介護面の支援やご家族様からの相談援助などにもサ
ポート体制が取れることは、ケアの質の向上としても利点がありま
す。地域に根付いた施設を目指し、これからも利用者様のより多くの
声や要望にお応えできるように、精進して参りたいと思っておりま
す。

https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/

施設の周辺は、森や公園に囲まれた緑豊かな環境となっている。鉄筋
コンクリート造りの４階建ての建物で、３階と４階がグループホーム
で、１階には居宅介護支援センター、２階にはデイサービスセンター
が併設されている。リビングや廊下、トイレは広々とした造りで、利
用者がゆったりと過ごせる空間となっている。職員は利用者一人ひと
りの尊厳を大切に考えて、その人らしく生活できるよう、声かけの工
夫や情報共有を行い、理念を実践している。特に、排泄支援では、紙
パンツから布パンツへ移行できるよう力を入れて取り組んでいる。運
営推進会議では、参加者からの意見を運営に取り入れ、施設を避難所
として開放できるよう法人全体で取り組んでいる。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会
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福岡県　グループホーム同行園（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和５年８月７日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげてい
る

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事
業所自体が地域の一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取
り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情や
ケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協力関係を
築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

コロナ禍で、職場体験の受け入れや地域の
活動自体が中止となり、今までの交流が出
来ない状態になっている為、天気の良い日
に施設周辺を入居者の方と散歩をしなが
ら、近所の方と挨拶をする事で地域社会か
ら孤立しないように努めている。

運営推進会議を集合で開催している。利用
者、家族、民生委員、市職員、地域包括支
援センターからの参加がある。会議では施
設に災害時にも使用できる備蓄があること
から「施設を避難所として使用できるよう
検討して欲しい」「地域住民にホームペー
ジを活用して公表して欲しい」等の多くの
意見があり、今後法人で検討していく方針
である。

家族が行政を通じて相談され、行政と連携
して課題の解決に向けて取り組んでいる。
運営に関する相談を電話で行い、サービス
の質の向上に取り組んでいる。

4

運営推進会議では、日々の活動内容や運営
内容について詳細に資料作成をして報告を
行っている。会議の場で出して頂いた意見
については、後日議事録にまとめ、職員全
体で話し合いサービス向上に生かしてい
る。コロナ過で入居者・ご家族様の参加が
困難な時は、事前にご意見を頂き会議の中
で公表して、必ずご意見に答えるようにし
ている。

5

運営推進会議を通じて、町役場担当者と事
業所の実情やケアサービスの取り組み等を
伝えながら、連携を図り行政とともにサー
ビスの質向上に取り組んでいる。
また、地域包括支援センターや行政へ入所
待機状況などは訪問ではなく（感染対
策）、定期的にＦＡＸや電話で相談をして
いる。

3

項　　　　　　目

1

項目番号

【Ⅰ　理念に基づく運営】

毎日申し送りの際に、事業所の理念を唱和
している。職員は、利用者一人ひとりが穏
やかに安らかに生活できるよう、その人ら
しさを尊重して声かけの工夫やケアを行い
「嬉しい、楽しい」と喜ばれるように心が
けて日々、理念の実践に取り組んでいる。

外部評価

56

日中は玄関を開錠している。帰宅願望のあ
る利用者には、散歩に職員が付き添い、支
援している。利用者の離設があった際に
は、近所住民から連絡がある等、協力関係
を築いている。今後の協力体制の構築のた
め、民生委員を通じて理解を求めるよう働
きかけを行っている。コロナ禍のため、書
面で研修を実施している。

4

身体拘束とは何かを徹底して会議などで話
し合い、職員の意識を変える努力をしてい
る。「スピーチロック」についても今月の
目標で「～して下さい」や「ちょっと待っ
て」等の言葉を使用せず変わる言葉を使う
ように取り組んでいる。玄関の施錠につい
ても、開放時間の確保に向けて職員の配置
や活動内容を工夫して取り組んでいるとこ
ろである。

研修を実施した際は、今後の研修計画や振
り返りのため研修記録を残してほしい。

1

2

―3

認知症であっても身体的にお元気な入居者
の方を中心に、毎年行っているラブアース
（地域清掃活動）を職員と共に行い、社会
参加を感じて頂き地域に対しての役割が途
切れないようにしている。今年は6月3日に
行った。

「利用者の尊厳保持に努め、その方らしさ
を追求し、安らかな生活環境と心あるケア
に取り組む。地域と交流し事業所の機能を
地域に還元する」を理念として、毎朝の朝
礼にて、唱和する事で意識を高めている。
毎月1回のフロアー会議の中でも、個別ケア
について職員全員で話し合い生活環境や心
あるケアについて取り組んでいる。

町内の清掃活動や夏祭りへ参加したり、事
業所主催の敬老会に地域住民が参加するこ
とがあった。小学校からの福祉体験、中学
校の職場体験、刑務所の職員実習を受け入
れていたが、コロナ禍となり開催できない
状況である地域住民から栗や筍など旬の野
菜の差し入れがあり、おすそ分けをする間
柄である。

2

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム同行園（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和５年８月７日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待関連法について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度に
ついて学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約または改定等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図って
いる

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに外部
者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く
機会を設け、反映させている

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把
握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

8

職員には地域権利擁護事業・成年後見制度
に関する資料で勉強会を行っている。
制度に関するパンフレットをホームの玄関
に用意し誰でも手に取ってみられるように
している。

研修を実施した際は、今後の研修計画や振
り返りのため研修記録を残してほしい。

6

管理者は制度について、必要時に家族に説
明を行っている。成年後見制度についての
パンフレットを玄関に設置している。研修
担当職員が書面での内部研修を開催し、制
度について学ぶ機会を設けている。令和４
年度はコロナ禍のため、集合研修が開催で
きていない。

10

コロナ過で面会・訪問等の制限を行ってい
るので、いつも以上に定期的に電話にて入
居者様の状況をお伝えして、ご意見を頂い
ている。介護計画書を送付する時には、ご
家族様からの要望を伺う用紙を同封してい
る。また、玄関には意見箱の設置と運営推
進会議にて、入居者・ご家族様からのご意
見も出して頂き、施設職員以外の意見も参
考にさせて頂きケアの質を高めている。

7

利用者から自宅の庭を見に行きたいとの希
望があり、個別に支援したり、食べたい物
の要望があれば、一緒に調理をして食事に
取り入れたり、おやつで提供している。家
族から偏食や食事量に関する要望があり、
食事提供先の会社を１社増やして、利用者
がメニューを選んで食事を提供できるよう
運営に反映させている。

9

契約・解約時には必ず充分な説明を重要事
項説明書を用いて、ご家族様へ話す機会を
設けている。今年の料金改定に関しては、1
か月前に文書にて説明を行った。解約が予
想される入居者のご家族様とは、細目に連
絡を取り困難な状況の説明を行いながら、
今後の方向性を一緒に検討して解決策を出
す様に努めている。

―

―

11

毎日の朝の申し送りや月に1度のミーティン
グへ代表者が参加をし、直接職員全員の意
見が聞ける環境を作っている。「何でも意
見箱」の設置もしており、いつでも職員の
意見に耳を傾け反映させるように努めてい
る。

8

ミーティングの回数を増やして、職員の意
見を聴く機会を設けている。業務改善に向
けて職員の意見を聴いて全体で取り組んで
いる。管理者は職員からの問いかけがあれ
ば、業務を止めて話を聴くように心がけ、
働きやすい環境づくりに取り組んでいる。

12

就業規則等を整備し、各種社会保険にも加
入している。研修参加や資格所得に便宜を
計らい各自が向上心を持って働けるように
している。
各ユニットで業務改善を提案し「ゆとりあ
る介護」を実現することで仕事へのやりが
いや喜びを感じてもらえるように努めてい
る。

―7

グループホームでは、定期的に事故再発委
員会・身体拘束廃止委員会を開催して話し
合いを行い、職員全員に内容を周知する為
に回覧もしている。又、入浴時に身体観察
を行い、原因不明のあざ等がないかを確認
して、事故再発委員会でも原因不明に対し
ては、特に何故その様なことが起きたのか
を検討して再発防止に努めている。
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福岡県　グループホーム同行園（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和５年８月７日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっては
性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにしてい
る。

また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮して
い生き生きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分
に保障されるよう配慮している

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、利用者に対する人権を尊重する
ために、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組んでい
る

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を
把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作り、
ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めてい
る

職員の採用は、労働基準法の定めるところ
により行っている。個々の能力を生かした
行事等に取り組ませ、新しく取り入れたい
行事などがあれば出来る限り実現するよう
に支援している。資格所得に関しては、勤
務日の調整などに配慮して、休みやすい環
境に努めている。

9

10

これまでは有資格者の採用選考を行ってい
たが、無資格者の採用枠を設けて、枠を拡
大して選考を行っている。採用後に資格獲
得できるよう配慮している。定年がなく、
本人が希望すれば同じ条件で継続して働け
る環境となっている。

市が開催する同和問題への外部研修に参加
していたが、コロナ禍となり、研修担当者
が内部研修を開催している。書面での研修
開催となっており、研修担当者が取りまと
めて報告書を作成している。

15

コロナ過で外部研修は、去年より必要最低
限に絞ったが、その分内部研修を多く実施
した。職員一人ひとりに適した内容で行
い、実施から評価までを出して改善点を見
つけて繰り返しトレーニングすることで自
信をもって働いていけるような取り組みを
している。

―

14

施設全体で入居者様の人権を尊重する事の
重要性については、フロアー会議等で毎回
話を行い日頃のケアに生かしている。
理念の最初に「尊厳保持につとめる」とあ
り、毎日申し送りでも唱和し続けて意識に
刷り込ませている。

13

17

住み慣れた自宅から施設への生活に不安を
抱かれる事の理解を職員は十分に受け止め
て、出来る限り自宅で過ごされていた生活
リズムを変えずに少しづつ施設の生活に馴
れて頂けるようにご本人の要望や不安な気
持ちを傾聴して、良好な関係性を構築して
いる。

―

16

法人内にグループホームは、3か所あり日頃
から情報交換や相互訪問等の活動はしてい
る。また、運営推進会議のメンバーの中に
児童民生委員で須恵町のグループホームへ
勤務されている方とも運営推進会議を通じ
て、意見交換をしている。今後、オンライ
ン環境を整えて他県の同業者とも勉強会な
どを行っていきたいと思っている。

―

18

契約時に具体的なご家族の思いや意向を聴
く時間を多く作って、ご本人とは違う思い
にも寄り添い双方にとって、もっとも良い
方向性を導けるように努めている。また、
入居された月はご本人様の様子などを細目
に連絡するようにして信頼関係を築いてい
る。

―

【Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援】

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム同行園（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和５年８月７日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らしを
共にする者同士の関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人と家
族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係
が途切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用
者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を
大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

19

相談時に必要とするサービスについて、事
業所の情報を説明し、他のサービスが必要
な時は併設事業所のケアプランセンターへ
わかる範囲の資料などを提供して頂き、す
ぐに必要なサービスが支援出来るように努
めている。

―

21

施設での生活の基盤を作る為には、ご家族
の情報と協力が不可欠だということを契約
時にしっかりと伝え、施設に入られてから
も細目に連絡を取ることで共に支え合う関
係を築いている。

20

家事活動の中でも、洗濯ものたたみが上手
な方、調理が得意な方などそれぞれ得意分
野を見つけて出来ることは一人でして頂
き、出来ない事も職員と一緒に行う事で今
までと変わらず暮らして行けるように支援
している。中でも昔の話や職員が知らない
知識を教えて頂ける関係が支援している一
方的な関係ではなく支え合える関係性に
なっている。

―

―

23

月に一度の「合同レクリエーション」で
は、各ユニットが合同でゲームや歌唱など
を行い、日頃生活を共にしていない方との
関わりを作っている。その他では、毎日行
う体操や歩行訓練・家事活動を通じて、入
居者同士の関係を支援している。耳が遠い
方には、職員が間に入る事で誤解なくコ
ミュニケーションを取り過ごして頂けるよ
う努めている。

―

22

毎月行っているドライブで、皆様が住んで
あった近くを通るようなプランを入れて、
馴染の場所や人を忘れることなく大切な記
憶を持ち続けられるように支援している。

11

職員は利用者と日々の会話や外出先での話
の中から、これまでの生活歴や馴染みの場
所について把握している。把握した内容は
職員間で情報共有を行って支援している。
利用者の友人が訪ねてきた際には面会を取
り次いだり、関係性を継続できるよう配慮
している。

24

退居時に相談を受け付ける働きかけを行っ
ている。退居後も必要に応じて、本人の状
態や習慣・ケアに関係する情報を求められ
れば連携出来る事をご家族へ伝えている。

―

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム同行園（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和５年８月７日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現
状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

　本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見
やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成してい
る

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録
に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの
多機能化に取り組んでいる

25

日々の関わりの中で、話を伺う時間を多く
取り会話が成立出来ない方へも、表情や行
動から思いを汲み取り、その方に寄り添う
介護に努めている。日々利用者が何気なく
やりたい事や食べたい物を話される事があ
るので、行事に取り入れるよう努力してい
る。

12

職員は日々の利用者との関わりの中で聴き
取りしたこと、感じ取ったことを申し送り
ノートに記載し、職員間で共有し、その後
の支援に活かしている。利用者の日々の様
子で気になる事があり、利用者に尋ねるこ
とが難しい場合は、その背景を家族や関係
者に確認している。

28

入居者・ご家族へ意向を伺い、アセスメン
トシートを作成する。担当職員を決めて計
画担当作成者や管理者と話し合い原案を
作っている。その後ミーティングにて、ユ
ニット全員で色々な角度から意見を出し合
い、入居者の状況に応じて計画を変え対応
するようにしている。

27

アセスメントシートを用い、時間をかけて
一日の過ごし方を丁寧に観察して、心身の
状態把握に努めている。職員同士では記録
を細かく取り好んで行動された事やあまり
興味を示されなかった事などをご本人様が
話された言葉そのままに伝え合う様にして
いる。

―

13

ケアプラン作成後、利用者の日々のケアプ
ランの実施状況をモニタリングしながら、
毎月のミーティングで利用者について情報
共有している。定時の更新、また、利用者
の変化に応じて原案を作成すると共に、そ
の間に利用者や家族から聴き取りしたこ
と、寄せられた医療情報を集約して更新月
の担当者会議で協議し、次期ケアプランと
して作成している。

―

29

個人のケース記録に日々の様子や活動を細
かく記録し気づきや工夫が出来るようにし
ている。毎日の活動内容はケアチェック表
を基に実施状況を確認して、次の介護計画
へ生かせるようにしている。職員間の情報
共有には、出勤時や夜勤時に記録を回覧し
て把握に努めている。

―

30

入居者のニーズに応える為には、日々の関
りを柔軟に持ち食事形態やレクリエーショ
ン等の状況を毎日観察することで、日頃と
は違う一面を逃さずその時にあった支援方
法に変えるようにしている。また、介護度
の変更があった場合は支援内容を検討し見
直しを行っている。

―

【Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント】

26

申込みの時や契約時に、今までの暮らしや
趣味嗜好などを詳しく聞取りを行いそれに
伴い支援できるようにしている。入居後も
施設の生活に馴れて頂くまでは、頻繁にご
家族へ連絡をして支援方法を決めている。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム同行園（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和５年８月７日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人
が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと
ができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られ
たかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、
職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から
本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けてい
る

―

かかりつけ医の看護師と併設施設の看護師
と介護職員は日頃から連携を取りながら、
一人一人の健康状態などについて相談しな
がら支援している。

―

協力医療機関からの紹介で受診する際には
医療機関間で情報の交換ができているが、
家族希望での受診の際には利用者の状況説
明書を渡し、帰園時に家族から口頭や文書
で報告を得ている。専門科受診の際には事
前に家族と調整して受診するが、家族の都
合によっては施設が代行する場合もある。

36 ―

15

33

契約時に、利用者が重度化した際の施設の
対応について説明している。入居後、利用
者が入院等により状態が変化したタイミン
グを捉え、改めてその後の支援の方向につ
いて相互に確認している。

普段から常に緊急時の対応についてはフロ
アー会議などで話し合い、小さなことでも
ヒヤリハット報告書を書いて事故に繋がら
ないように改善案を出している。事故発生
時は、必ず二人対応で行い、併設の看護師
か、かかりつけ医へ連絡をして対応するよ
うにしている。手順はマニュアル化して職
員全員周知出来るよう徹底している。

35

重度化及び終末期においては、ご家族とか
かりつけ医と協議をし、医療機関や同法人
の特別養護老人ホームの利用にむけた方針
を取り決めている。

32

入居前からのかかりつけ医を希望される方
や近くの医院を希望される方など入居者
（ご家族）本位で選択をしてもらってい
る。通院の支援は基本的にご家族にお願い
をしているが、都合がつかない場合は職員
が支援をしている。また、入居者の体調不
良時は速やかにご家族へ連絡を行い。状況
に応じてご家族が希望された場合は、往診
も利用できる。

34

入院時には、病院関係者と必要な情報交換
を密に行い安心して治療ができる様に努
め、早期退院が出来るように協力してい
る。また、退院が決まったら必ず職員が病
院まで行き様子を伺い退院後の施設の生活
支援を検討するようにしている。

14

31

新型コロナウイルスの影響で、地域との交
流の機会が持てない。運営推進会議を通じ
て、役場職員や民生児童委員の方へ入居者
の声は伝えているが感染防止の為、不参加
としている。

―

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム同行園（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和５年８月７日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねな
い言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定で
きるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとり
のペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希
望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し
ている

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を
活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

39

毎日着替える服や活動内容など、いくつか
の中から選んで頂けるように準備してい
る。希望を言うのが難しい方には、二者択
一の形やYES・NOで答えられる形で問いかけ
をしている。意思表示や言葉では伝えられ
ない方へは、いつもの表情との違いや様子
に気を付けながら働きかけるようにしてい
る。

―

38

理念でもある「利用者の尊厳保持に努め」
その方の人格を尊重しこれまでの習慣や性
格にあった声掛けや好まれる言葉などを意
識して対応するように心掛けている。個人
情報については入職時、職員全員に誓約書
を取り重要性を伝えている。特にトイレ介
助や入浴介助に関しては同性介助になるよ
うシフト調整も行っている。

17

職員は、利用者の尊厳に配慮したケアに努
めており、さりげない声かけや対応に努め
ている。また、他の家族や外来者に対し
て、職員が利用者のプライバシーに関して
話さないことを徹底している。

41

理美容は月1回来る移動美容室を利用して頂
いている。衣類の購入は、職員が同行して
選んで頂いたり、ご家族が持ってこられた
りしているがご家族の支援が難しい方やご
自身で選ばれることが困難な方へは職員が
見立てて購入したりして身だしなみやお
しゃれの支援を行っている。

40

集団で行動する時間に縛られることなく、
起床に合わせて食事時間を変えたり、入浴
も健康に支障がない範囲でその方のペース
に合わせて入って頂いている。突然の希望
にもなるべく答えられる様に、ご本人と話
しながらその日のスケジュールを決めてい
る。

―

42

―

食堂にはＢＧМが流れている。施設の食事
は配食サービスを利用しているが、３食の
ご飯と朝の味噌汁は施設で手作りしてい
る。配食サービスにないパン食や麺類は、
週に１回程度施設で調理している。地域の
方から季節の収穫物を頂くことがあり、施
設で調理している。

食事時間中は、職員も同じテーブルで一緒
に食事をして、皆様と同じ目線で味の好み
など話しながら個々の様子に気を付けて会
話も楽しんでいる。配食サービスでは麺類
やパンのメニューがない為、月に数回施設
職員が提供している。簡単な調理やおやつ
作りなども行い、楽しみの一つに感じて頂
ける様に計画を立てている。

18

【Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援】

37

年2回5月・11月に消防避難訓練を実施して
いる。立地的に水害の心配はなく、火災と
地震については同じ避難計画として訓練を
実施。地域との協力体制が築けていないの
で、運営推進会議を通じて、検討するよう
にしている。

非常時には地域の協力が不可欠である。運
営推進会議での議題の一つとして取り上げ
たり、避難訓練の日を地域住民に知らせる
等して、地域住民の訓練参加に向けて具体
的に検討してほしい。

16

消防避難訓練は消防署の協力を得て年２回
行われているが、地域への避難訓練参加の
呼びかけや地域との協力体制作りはこれか
らの課題となっている。備蓄品については
食料・飲料水・日用品等がリスト化され、
各フロアに保管されている。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム同行園（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和５年８月７日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保でき
るよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとり
の口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排
泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立にむけた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動へ
の働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめる
ように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々にそった入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息し
たり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

45

個別のチェックシート表を用いて、排泄パ
ターンを掴むことでトイレ誘導の声掛け時
間を変えて失敗を減らしている。また、一
人一人の心身の状態やその日の気分などに
も配慮して下着の使い分け等支援してい
る。自立の方に関しても、常に把握は行い
尿量や色などに変化がないか声掛けをして
いる。

日中の散歩や廊下歩行・体操など運動が便
秘予防に効果的だと話を行いながら意識し
て取り組んでもらっている。下剤を使用し
ている方も調整をして必要最低限で済むよ
うに、水分補給以外で牛乳の提供も行って
いる。

―

20

46

47

入浴日は設定されているが、希望に応じて
いつでも入浴できる。浴室にリフトの設備
がないが、できるだけ２人介助などで浴槽
での入浴を提供している。浴室ドアには暖
簾を掛け、暖簾をくぐってお風呂へ行く情
景を演出している。希望があれば同性介助
に応じている。

入浴は基本週に3回、（月・水・金）として
いるが入浴日以外でも希望があれば対応す
るようにしている。入浴時間も個人に合わ
せてゆったりと入浴して頂いている。ま
た、毎月26日は風呂の日として入浴剤を使
用し、いつもと違う雰囲気を楽しんで頂い
ている。

19

43

食事量や水分量は、毎日チェックシートに
記入して一人一人摂取量を把握している。
栄養バランスなど健康面は主治医と相談し
たり、同法人の栄養士にもアドバイスをし
てもらっている。具体的には、体重増加傾
向の方へ主食の量を調整したり、歯の治療
中の方や嚥下困難な方へ、お粥やソフト食
の提案をしている。

トイレのドアは引き戸で、中は広く、手す
りも整備されている。車いす利用者や要介
助者、介助する職員も動きやすい造りと
なっている。トイレ内は手入れが行き届
き、明るく清潔に保たれている。トイレで
の排泄ができるようおむつの使用を減ら
し、排泄の自立へ向けて職員は連携して取
り組んでいる。

―

―44

毎食後の口腔ケアは、必ず行うように声掛
けをしている。一人では出来ない方は、職
員が支援しながら出来る事と出来ない事を
把握して、出来るだけ残存機能低下を防止
するようにしている。歯科治療が必要な時
は、訪問歯科へ依頼してすぐに治療が受け
られる環境がある。夜間帯では、義歯を預
り洗浄剤で消毒をしている。

48

全体的に安眠の支援は出来ているが、時々
夜間覚醒されたり浅眠状態が続く方には無
理に寝て頂くようなことはせずに話を傾聴
したり、ホットミルクを提供したりと気持
ち良く眠れるように支援している。また、
睡眠状態を良くするためにも日中の活動参
加の声掛けやカーテン・ブラインドの光の
調節をして安眠の確保をしている。

―
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福岡県　グループホーム同行園（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和５年８月７日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量
について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとり
の生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられる
よう支援に努めている。また、普段は行けないような場所で
も、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、
一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取
りができるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

49

一日の服薬分を仕分け、服薬時間前にその
都度服薬分のみに分ける。職員2名で確認を
し服薬されるまで確実に支援している。薬
の説明書をファイルに綴じて、変更がある
時は申し送りノートに記入し職員全員周知
している。その月のミーティングでも確認
するようにしている。

―

以前は毎週のように行っていた買い物や外
食はコロナ禍で行えなくなっているが、事
業所周辺の散歩は現在でも毎日行ってい
る。季節の花々や景色等、自然を感じるた
めの外出を、車から出ない形で月に１度程
度行っている。

51

50

家事手伝いに意欲的に参加して頂いている
（掃除・洗濯物干し・洗い物・縫物・ごみ
捨て等）その方の得意とされるものを見極
め、負担のない範囲で行って頂き、日々の
暮らしの中でも役割がある事で張り合いの
ある時間を過ごして頂いている。また、テ
レビの視聴も、利用者の意見を都度伺い好
みのテレビを視聴し楽しんでおられる。

―

54

季節の花の写真や生花を飾ったり、季節に
合わせた行事の写真を掲示して居心地よく
過ごして頂ける空間を作っている。浴室入
り口には、暖簾を掛けて雰囲気づくりをし
ている。難聴の方には、筆談を用いてス
ムーズな会話になる様に努めている。光の
調整はカーテンやブラインドで行い、廊下
の照明は夜間は明るすぎるので、ライトの
本数を減らすなど工夫をしている。

22

フロアは明るく広々としており、フロアか
ら居室へ続く廊下も幅が広くとられてい
る。ソファーや椅子があちこちに置かれて
おり、利用者はフロア、食堂、廊下等のお
気に入りの場所で思い思いに寛ぐことがで
きる。

52

基本的に施設内では、金銭は所持して頂い
ていない。ご家族からお預かりして外出時
に自身で支払いが可能な方へは支払いをす
る場面を作り、声掛け等見守りながらの支
援をしている。

53

コロナ過で、訪問や面会を中止にしている
期間があり、今までの様にご家族とのコ
ミュニケーションが取れなくなっている
為、希望者だけではなく電話や手紙を活用
する機会を増やしている。

―

21

―

施設周辺の散歩は日常的に行っているがコ
ロナ過で今まで出来ていたショッピングや
外食の機会が減っている。ストレス解消の
為、店頭などには寄れませんがドライブに
は出かけて景観を楽しんで頂き気分転換を
している。
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福岡県　グループホーム同行園（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和５年８月７日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士
で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地
よく過ごせるような工夫をしている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を活かして、
安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫してい
る

―

ホームの備え付けは、ベット・クローゼッ
ト・箪笥やエアコン・洗面所等だが、今ま
で使用されていた馴染の家具や位牌・額・
思い出の品等がある方には、出来るだけ
持ってきていただきその方の好み等を尊重
した暮らしの支援を行っている。

ドアは幅の広い引き戸で出入りが楽にでき
るようにしている。窓はベランダへの掃き
出しとなっており、室内は明るく、窓越し
に事業所周辺の景観を楽しむことができ
る。各部屋は利用者が安全に動くことがで
きるよう、それぞれの身体状況や動線に合
わせてベッドや家具が配置されている。タ
ンスの上には写真や思い出の品々が置かれ
ている。

57

自分の居室やトイレ・お風呂などの場所が
何処かわからなくなる見当識障害の症状が
多く見られる為、不安や混乱なく場所がわ
かる様に名札を大きくつけている。また、
その日の一人一人の身体機能に合わせて
ポータブルトイレやシルバーカー・車イス
などを使用するが出来る限り自立した生活
が送れる様に定期的に使用の検討をしてい
る。

56

55 ―

23

居室以外の場所で、廊下にソファーを置い
ているので少人数での会話を楽しんだり、
一人でゆっくりしたい時などにも活用して
頂いている。
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福岡県　グループホーム同行園（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和５年８月７日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

○ 　①ほぼ全ての利用者の

　②利用者の２／３くらいの

　③利用者の１／３くらいの

　④ほとんど掴んでいない

○ 　①毎日ある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

○ 　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんど掴んでいない

63
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：32,33）

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮
らせている。
（参考項目：30）

―

―

61
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

―

―

59
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：20,40）

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：40）

―

―

項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：25,26,27）

項目番号

―
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福岡県　グループホーム同行園（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 令和５年８月７日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）
項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

項目番号

　①ほぼ全ての家族と

○ 　②家族の２／３くらいと

　③家族の１／３くらいと

　④ほとんどできていない

　①ほぼ毎日のようにある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

○ 　④ほとんどない

　①大いに増えている

　②少しずつ増えている

○ 　③あまり増えていない

　④全くいない

　①ほぼ全ての職員が

○ 　②職員の２／３くらいが

　③職員の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての家族等が

○ 　②家族等の２／３くらいが

　③家族等の１／３くらいが

　④ほとんどいない

69 職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

70
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う。

―

―

67
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや
深まりがあり、事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

68
職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

―

―

65
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴い
ており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,21）

66
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,22）

―

―
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福岡県　グループホーム同行園（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 令和５年８月７日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげてい
る

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事
業所自体が地域の一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取
り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情や
ケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協力関係を
築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

2

―3

認知症であっても身体的にお元気な入居者
の方を中心に、毎年行っているラブアース
（地域清掃活動）を職員と共に行い、社会
参加を感じて頂き地域に対しての役割が途
切れないようにしている。今年は6月3日に
行いました。

5

2

コロナ過で、職場体験の受け入れや地域の
活動自体が中止となり、今までの交流が出
来ない状態になっている為、天気の良い日
に施設周辺を入居者の方と散歩をしなが
ら、近所の方と挨拶をする事で地域社会か
ら孤立しないように努めている。

1

6

4

「利用者の尊厳保持に努め、その方らしさ
を追求し、安らかな生活環境と心あるケア
に取り組む。地域と交流し事業所の機能を
地域に還元する」を理念として、毎朝の朝
礼にて、唱和する事で意識を高めている。
毎月1回のフロアー会議の中でも、個別ケア
について職員全員で話し合い生活環境や心
あるケアについて取り組んでいる。

4

運営推進会議では、日々の活動内容や運営
内容について詳細に資料作成をして報告を
行っている。会議の場で出して頂いた意見
については、後日議事録にまとめ、職員全
体で話し合いサービス向上に生かしてい
る。コロナ過で入居者・ご家族様の参加が
困難な時は、事前にご意見を頂き会議の中
で公表して、必ずご意見に答えるようにし
ている。

3

身体拘束とは何かを徹底して会議などで話
し合い、職員の意識を変える努力をしてい
る。「スピーチロック」についても今月の
目標で「～して下さい」や「ちょっと待っ
て」等の言葉を使用せず変わる言葉を使う
ように取り組んでいる。玄関の施錠につい
ても、開放時間の確保に向けて職員の配置
や活動内容を工夫して取り組んでいるとこ
ろです。

5

運営推進会議を通じて、町役場担当者と事
業所の実情やケアサービスの取り組み等を
伝えながら、連携を図り行政とともにサー
ビスの質向上に取り組んでいる。
また、地域包括支援センターや行政へ入所
待機状況などは訪問ではなく（感染対
策）、定期的にＦＡＸや電話で相談をして
いる。

項　　　　　　目

1

項目番号

【Ⅰ　理念に基づく運営】

外部評価
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福岡県　グループホーム同行園（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 令和５年８月７日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待関連法について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度に
ついて学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約または改定等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図って
いる

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに外部
者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く
機会を設け、反映させている

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把
握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

7

グループホームでは、定期的に事故再発委
員会・身体拘束廃止委員会を開催して話し
合いを行い、職員全員に内容を周知する為
に回覧もしている。又、入浴時に身体観察
を行い、原因不明のあざ等がないかを確認
して、事故再発委員会でも原因不明に対し
ては、特に何故その様なことが起きたのか
を検討して再発防止に努めている。

12

就業規則等を整備し、各種社会保険にも加
入している。研修参加や資格所得に便宜を
計らい各自が向上心を持って働けるように
している。
各ユニットで業務改善を提案し「ゆとりあ
る介護」を実現することで仕事へのやりが
いや喜びを感じてもらえるように努めてい
る。

―

10

コロナ過で面会・訪問等の制限を行ってい
るので、いつも以上に定期的に電話にて入
居者様の状況をお伝えして、ご意見を頂い
ている。介護計画書を送付する時には、ご
家族様からの要望を伺う用紙を同封してい
る。また、玄関には意見箱の設置と運営推
進会議にて、入居者・ご家族様からのご意
見も出して頂き、施設職員以外の意見も参
考にさせて頂きケアの質を高めている。

7

11

毎日の朝の申し送りや月に1度のミーティン
グへ代表者が参加をし、直接職員全員の意
見が聞ける環境を作っている。「何でも意
見箱」の設置もしており、いつでも職員の
意見に耳を傾け反映させるように努めてい
る。

8

6

9

契約・解約時には必ず充分な説明を重要事
項説明書を用いて、ご家族様へ話す機会を
設けている。今年の料金改定に関しては、1
か月前に文書にて説明を行った。解約が予
想される入居者のご家族様とは、細目に連
絡を取り困難な状況の説明を行いながら、
今後の方向性を一緒に検討して解決策を出
す様に努めている。

―

8

職員には地域権利擁護事業・成年後見制度
に関する資料で勉強会を行っている。
制度に関するパンフレットをホームの玄関
に用意し誰でも手に取ってみられるように
している。

―
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福岡県　グループホーム同行園（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 令和５年８月７日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっては
性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにしてい
る。

また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮して
い生き生きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分
に保障されるよう配慮している

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、利用者に対する人権を尊重する
ために、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組んでい
る

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を
把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作り、
ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めてい
る

【Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援】

17

住み慣れた自宅から施設への生活に不安を
抱かれる事の理解を職員は十分に受け止め
て、出来る限り自宅で過ごされていた生活
リズムを変えずに少しづつ施設の生活に馴
れて頂けるようにご本人の要望や不安な気
持ちを傾聴して、良好な関係性を構築して
いる。

―

18

契約時に具体的なご家族の思いや意向を聴
く時間を多く作って、ご本人とは違う思い
にも寄り添い双方にとって、もっとも良い
方向性を導けるように努めている。また、
入居された月はご本人様の様子などを細目
に連絡するようにして信頼関係を築いてい
る。

―

15

コロナ過で外部研修は、去年より必要最低
限に絞りましたが、その分内部研修を多く
実施しました。職員一人ひとりに適した内
容で行い、実施から評価までを出して改善
点を見つけて繰り返しトレーニングするこ
とで自信をもって働いていけるような取り
組みをしています。

―

16

法人内にグループホームは、3か所あり日頃
から情報交換や相互訪問等の活動はしてい
る。また、運営推進会議のメンバーの中に
児童民生委員で須恵町のグループホームへ
勤務されている方とも運営推進会議を通じ
て、意見交換をしている。今後、オンライ
ン環境を整えて他県の同業者とも勉強会な
どを行っていきたいと思っています。

―

14

施設全体で入居者様の人権を尊重する事の
重要性については、フロアー会議等で毎回
話を行い日頃のケアに生かしている。
理念の最初に「尊厳保持につとめる」とあ
り、毎日申し送りでも唱和し続けて意識に
刷り込ませている。

13

職員の採用は、労働基準法の定めるところ
により行っている。個々の能力を生かした
行事等に取り組ませ、新しく取り入れたい
行事などがあれば出来る限り実現するよう
に支援している。資格所得に関しては、勤
務日の調整などに配慮して、休みやすい環
境に努めています。

9

10
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福岡県　グループホーム同行園（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 令和５年８月７日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らしを
共にする者同士の関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人と家
族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係
が途切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用
者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を
大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

24

退居時に相談を受け付ける働きかけを行っ
ている。退居後も必要に応じて、本人の状
態や習慣・ケアに関係する情報を求められ
れば連携出来る事をご家族へ伝えている。

―

22

毎月行っているドライブで、皆様が住んで
あった近くを通るようなプランを入れて、
馴染の場所や人を忘れることなく大切な記
憶を持ち続けられるように支援している。

11

23

月に一度の「合同レクリエーション」で
は、各ユニットが合同でゲームや歌唱など
を行い、日頃生活を共にしていない方との
関わりを作っている。その他では、毎日行
う体操や歩行訓練・家事活動を通じて、入
居者同士の関係を支援している。耳が遠い
方には、職員が間に入る事で誤解なくコミ
ニケションを取り過ごして頂けるよう努め
ている。

―

21

施設での生活の基盤を作る為には、ご家族
の情報と協力が不可欠だということを契約
時にしっかりと伝え、施設に入られてから
も細目に連絡を取ることで共に支え合う関
係を築いている。

20

家事活動の中でも、洗濯ものたたみが上手
な方、調理が得意な方などそれぞれ得意分
野を見つけて出来ることは一人でして頂
き、出来ない事も職員と一緒に行う事で今
までと変わらず暮らして行けるように支援
している。中でも昔の話や職員が知らない
知識を教えて頂ける関係が支援している一
方的な関係ではなく支え合える関係性に
なっている。

―

―

19

相談時に必要とするサービスについて、事
業所の情報を説明し、他のサービスが必要
な時は併設事業所のケアプランセンターへ
わかる範囲の資料などを提供して頂き、す
ぐに必要なサービスが支援出来るように努
めている。

―
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福岡県　グループホーム同行園（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 令和５年８月７日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現
状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

　本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見
やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成してい
る

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録
に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの
多機能化に取り組んでいる

申込みの時や契約時に、今までの暮らしや
趣味嗜好などを詳しく聞取りを行いそれに
伴い支援できるようにしている。入居後も
施設の生活に馴れて頂くまでは、頻繁にご
家族へ連絡をして支援方法を決めている。

25

日々の関わりの中で、話を伺う時間を多く
取り会話が成立出来ない方へも、表情や行
動から思いを汲み取り、その方に寄り添う
介護に努めている。ご家族からの要望で、
TVの「プレバト」を毎週見せてほしいとあ
り、時間になったら声をかけて見て頂いて
いる。

12

―

29

個人のケース記録に日々の様子や活動を細
かく記録し気づきや工夫が出来るようにし
ている。毎日の活動内容はケアチェック表
を基に実施状況を確認して、次の介護計画
へ生かせるようにしている。職員間の情報
共有には、出勤時や夜勤時に記録を回覧し
て把握に努めている。

―

30

入居者のニーズに応える為には、日々の関
りを柔軟に持ち食事形態やレクリエーショ
ン等の状況を毎日観察することで、日頃と
は違う一面を逃さずその時にあった支援方
法に変えるようにしています。また、介護
度の変更があった場合は支援内容を検討し
見直しを行っています。

28

入居者・ご家族へ意向を伺い、アセスメン
トシートを作成する。担当職員を決めて計
画担当作成者や管理者と話し合い原案を
作っている。その後ミーティングにて、ユ
ニット全員で色々な角度から意見を出し合
い、入居者の状況に応じて計画を変え対応
するようにしている。

27

アセスメントシートを用い、時間をかけて
一日の過ごし方を丁寧に観察して、心身の
状態把握に努めている。職員同士では記録
を細かく取り好んで行動された事やあまり
興味を示されなかった事などをご本人様が
話された言葉そのままに伝え合う様にして
いる。

―

13

―

【Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント】

26

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム同行園（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 令和５年８月７日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人
が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと
ができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られ
たかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、
職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から
本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けてい
る

31

新型コロナウイルスの影響で、地域との交
流の機会が持てない。運営推進会議を通じ
て、役場職員や民生児童委員の方へ入居者
の声は伝えているが感染防止の為、不参加
としている。

―

32

入居前からのかかりつけ医を希望される方
や近くの医院を希望される方など入居者
（ご家族）本位で選択をしてもらってい
る。通院の支援は基本的にご家族にお願い
をしているが、都合がつかない場合は職員
が支援をしている。また、入居者の体調不
良時は速やかにご家族へ連絡を行い。状況
に応じてご家族が希望された場合は、往診
も利用できる。

34

入院時には、病院関係者と必要な情報交換
を密に行い安心して治療ができる様に努
め、早期退院が出来るように協力してい
る。また、退院が決まったら必ず職員が病
院まで行き様子を伺い退院後の施設の生活
支援を検討するようにしている。

14

33

かかりつけ医の看護師と併設施設の看護師
と介護職員は日頃から連携を取りながら、
一人一人の健康状態などについて相談しな
がら支援している。

普段から常に緊急時の対応についてはフロ
アー会議などで話し合い、小さなことでも
ヒヤリハット報告書を書いて事故に繋がら
ないように改善案を出している。事故発生
時は、必ず二人対応で行い、併設の看護師
か、かかりつけ医へ連絡をして対応するよ
うにしている。手順はマニュアル化して職
員全員周知出来るよう徹底している。

35

重度化及び終末期においては、ご家族とか
かりつけ医と協議をし、医療機関や同法人
の特別養護老人ホームの利用にむけた方針
を取り決めている。

36 ―

15

―

―
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福岡県　グループホーム同行園（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 令和５年８月７日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねな
い言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定で
きるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとり
のペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希
望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し
ている

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を
活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

【Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援】

37

年2回5月・11月に消防避難訓練を実施して
いる。立地的に水害の心配はなく、火災と
地震については同じ避難計画として訓練を
実施。地域との協力体制が築けていないの
で、運営推進会議を通じて、検討するよう
にしている。

16

―

食事時間中は、職員も同じテーブルで一緒
に食事をして、皆様と同じ目線で味の好み
など話しながら個々の様子に気を付けて会
話も楽しんでいる。配食サービスでは麺類
やパンのメニューがない為、月に数回施設
職員が提供している。簡単な調理やおやつ
作りなども行い、楽しみの一つに感じて頂
ける様に計画を立てている。

18

41

理美容は月1回来る移動美容室を利用して頂
いている。衣類の購入は、職員が同行して
選んで頂いたり、ご家族が持ってこられた
りしているがご家族の支援が難しい方やご
自身で選ばれることが困難な方へは職員が
見立てて購入したりして身だしなみやお
しゃれの支援を行っている。

40

集団で行動する時間に縛られることなく、
起床に合わせて食事時間を変えたり、入浴
も健康に支障がない範囲でその方のペース
に合わせて入って頂いている。突然の希望
にもなるべく答えられる様に、ご本人と話
しながらその日のスケジュールを決めてい
る。

―

42

38

理念でもある「利用者の尊厳保持に努め」
その方の人格を尊重しこれまでの習慣や性
格にあった声掛けや好まれる言葉などを意
識して対応するように心掛けている。個人
情報については入職時、職員全員に誓約書
を取り重要性を伝えている。特にトイレ介
助や入浴介助に関しては同性介助になるよ
うシフト調整も行っている。

17

39

毎日着替える服や活動内容など、いくつか
の中から選んで頂けるように準備してい
る。希望を言うのが難しい方には、二者択
一の形やYES・NOで答えられる形で問いかけ
をしている。意思表示や言葉では伝えられ
ない方へは、いつもの表情との違いや様子
に気を付けながら働きかけるようにしてい
る。

―
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福岡県　グループホーム同行園（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 令和５年８月７日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保でき
るよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとり
の口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排
泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立にむけた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動へ
の働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめる
ように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々にそった入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息し
たり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

―

―44

毎食後の口腔ケアは、必ず行うように声掛
けをしている。一人では出来ない方は、職
員が支援しながら出来る事と出来ない事を
把握して、出来るだけ残存機能低下を防止
するようにしている。歯科治療が必要な時
は、訪問歯科へ依頼してすぐに治療が受け
られる環境がある。夜間帯では、義歯を預
り洗浄剤で消毒をしている。

48

全体的に安眠の支援は出来ているが、時々
夜間覚醒されたり浅眠状態が続く方には無
理に寝て頂くようなことはせずに話を傾聴
したり、ホットミルクを提供したりと気持
ち良く眠れるように支援している。また、
睡眠状態を良くするためにも日中の活動参
加の声掛けやカーテン・ブラインドの光の
調節をして安眠の確保をしている。

43

食事量や水分量は、毎日チェックシートに
記入して一人一人摂取量を把握している。
栄養バランスなど健康面は主治医と相談し
たり、同法人の栄養士にもアドバイスをし
てもらっている。具体的には、体重増加傾
向の方へ主食の量を調整したり、歯の治療
中の方や嚥下困難な方へ、お粥やソフト食
の提案をしている。

入浴は基本週に3回、（月・水・金）として
いるが入浴日以外でも希望があれば対応す
るようにしている。入浴時間も個人に合わ
せてゆったりと入浴して頂いている。ま
た、毎月26日は風呂の日として入浴剤を使
用し、いつもと違う雰囲気を楽しんで頂い
ている。

1945

個別のチェックシート表を用いて、排泄パ
ターンを掴むことでトイレ誘導の声掛け時
間を変えて失敗を減らしている。また、一
人一人の心身の状態やその日の気分などに
も配慮して下着の使い分け等支援してい
る。自立の方に関しても、常に把握は行い
尿量や色などに変化がないか声掛けをして
いる。

日中の散歩や廊下歩行・体操など運動が便
秘予防に効果的だと話を行いながら意識し
て取り組んでもらっている。下剤を使用し
ている方も調整をして必要最低限で済むよ
うに、水分補給以外で牛乳の提供も行って
いる。

―

20

46

47

―
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福岡県　グループホーム同行園（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 令和５年８月７日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量
について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとり
の生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられる
よう支援に努めている。また、普段は行けないような場所で
も、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、
一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取
りができるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

―

54

額、観葉植物、花を飾ったり季節に合わせ
た行事の写真を掲示して居心地よく過ごし
て頂ける空間を作っています。浴室入り口
には、暖簾を掛けて雰囲気づくりをしてい
ます。難聴の方には、筆談を用いてスムー
ズな会話になる様に努めています。光の調
整はカーテンやブラインドで行い、廊下の
照明は夜間は明るすぎるので、ライトの本
数を減らすなど工夫をしています。

22

53

コロナ過で、訪問や面会を中止にしている
期間があり、今までの様にご家族とのコ
ミュニケーションが取れなくなっている
為、希望者だけではなく電話や手紙を活用
する機会を増やしている。

52

基本的に施設内では、金銭は所持して頂い
ていません。ご家族からお預かりして外出
時に自身で支払いが可能な方へは支払いを
する場面を作り、声掛け等見守りながらの
支援をしています。

51

―

21

施設周辺の散歩は日常的に行っているがコ
ロナ過で今まで出来ていたショッピングや
外食の機会が減っている。ストレス解消の
為、店頭などには寄れませんがドライブに
は出かけて景観を楽しんで頂き気分転換を
している。

50

家事手伝いに意欲的に参加して頂いている
（掃除・洗濯物干し・洗い物・縫物・ごみ
捨て等）その方の得意とされるものを見極
め、負担のない範囲で行って頂き、日々の
暮らしの中でも役割がある事で張り合いの
ある時間を過ごして頂いている。また、野
球好きな方にはスポーツ新聞を提供して趣
味活動の支援をしている。

―

49

一日の服薬分を仕分け、服薬時間前にその
都度服薬分のみに分ける。職員2名で確認を
し服薬されるまで確実に支援している。薬
の説明書をファイルに綴じて、変更がある
時は申し送りノートに記入し職員全員周知
している。その月のミーティングでも確認
するようにしている。

―
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福岡県　グループホーム同行園（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 令和５年８月７日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士
で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地
よく過ごせるような工夫をしている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を活かして、
安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫してい
る

57

自分の居室やトイレ・お風呂などの場所が
何処かわからなくなる見当識障害の症状が
多く見られる為、不安や混乱なく場所がわ
かる様に名札を大きくつけている。また、
その日の一人一人の身体機能に合わせて
ポータブルトイレやシルバーカー・車イス
などを使用するが出来る限り自立した生活
が送れる様に定期的に使用の検討をしてい
る。

56

55 ―

23

居室以外の場所で、廊下にソファーを置い
ているので少人数での会話を楽しんだり、
一人でゆっくりしたい時などにも活用して
頂いている。

―

ホームの備え付けは、ベット・クローゼッ
ト・箪笥やエアコン・洗面所等だが、今ま
で使用されていた馴染の家具や位牌・額・
思い出の品等がある方には、出来るだけ
持ってきていただきその方の好み等を尊重
した暮らしの支援を行っている。
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福岡県　グループホーム同行園（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 令和５年８月７日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

○ 　①ほぼ全ての利用者の

　②利用者の２／３くらいの

　③利用者の１／３くらいの

　④ほとんど掴んでいない

○ 　①毎日ある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

○ 　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんど掴んでいない

項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：25,26,27）

項目番号

―

59
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：20,40）

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：40）

―

―

61
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

―

―

63
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：32,33）

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮
らせている。
（参考項目：30）

―

―
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福岡県　グループホーム同行園（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 令和５年８月７日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）
項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

項目番号

　①ほぼ全ての家族と

○ 　②家族の２／３くらいと

　③家族の１／３くらいと

　④ほとんどできていない

　①ほぼ毎日のようにある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

○ 　④ほとんどない

　①大いに増えている

　②少しずつ増えている

○ 　③あまり増えていない

　④全くいない

　①ほぼ全ての職員が

○ 　②職員の２／３くらいが

　③職員の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての家族等が

○ 　②家族等の２／３くらいが

　③家族等の１／３くらいが

　④ほとんどいない

65
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴い
ており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,21）

66
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,22）

―

―

67
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや
深まりがあり、事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

68
職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

―

―

69 職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

70
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う。

―

―
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